
品質工学では通常、動特性で評価する 

研究では、近似式を用いる 
Ｙ切片が存在する 

入力：エネルギー（電力、荷重、熱量など） 
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ゼロ点比例式を用いる 

エネルギーゼロ  →出力ゼロ（理想） 
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結果 

出力はＳＮ比で評価 

       意図した機能に変換されたエネルギー 

ＳＮ比 ＝ 
       意図した機能以外に変換されたエネルギー 
 
 
 
 

       信号（Ｓｉｇｎａｌ）の効果の大きさ 

     ＝ 

       誤差因子（Ｎｏｉｓｅ）の効果の大きさ 入力エネルギー Ｍ 
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